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  今冬は思い掛けない厳冬でしたが、いよいよ春本番
の季節となりました。
  ３月は識字率向上月間です。当地区は今年度から識
字率向上委員会を新設し世界の人達の識字率の向上
のお手伝いをすべく活動していますが、ロータリー

財団のＦＵＴＵＲＥ ＶＩＳＩＯＮのグローバル補助金対象事業として、台湾桃園地区（ＲＩ第３５００
地区）と共同で、台湾・新竹県の原住民集落の子供達に対する識字率向上事業の支援を行うことを決定
しました。
  識字率向上事業は、地元の方々の協力と長い時間を要する事業ですが、長期間持続することを願ってい
ます。識字率向上事業は日本においては必要がないとの指摘もありますが、日本に働きに来ている外国
人の子弟を対象にすることも可能で、決して日本とは無縁の事業ではありません。既に識字率向上事業
に取り組んでおられるクラブもありますが、各クラブでも地域社会の住民構成などを参考に検討いただ
ければ幸いです。
  最後にホットな話題を紹介いたします。当地区のＶＴＴは医師、看護士のチームをアメリカ・ヒュース
トンのメディカルセンターに派遣する計画ですが、ＲＩより２月１７日承認の通知を受けました。いよい
よ４月に派遣することになります。深谷地区Ｒ財団委員長、鈴木同ＶＴＴ委員長および委員の皆様に祝
福と感謝の言葉を贈りたいと思います。

た じま よ しひろ



　ＲＩは、非識字（文盲）こそ貧困をはじめとする諸悪の根源であると考え、１
９９７年のＲＩ理事会で７月を識字率向上月間に指定しました（現在３月）。その
後、識字問題は２００５年までのＲＩ強調事項となり、今や識字率向上運動は、
ポリオプラス計画の後を継ぐＲＩの重要なプログラムになりました。
　現在の文明社会において、文字文化から隔絶されて生活するということは、社
会から置き去りにされることを意味します。非識字者は正当な職に就けず、それ
に起因する貧困は更にその子供たちの就学の機会を奪い、途上国において非識字
と貧困は悲惨な悪循環を生み出しています。
　世界には約１０億の非識字者がいますが、これは１５歳以上の大人の１／４に
当たります。その３／４はアジア人であるといわれ、非識字者の２／３は女性です。
　一方、世界で１億３千万の就学年齢児が学校に行けません。ユネスコや我々の
努力にもかかわらず、この数があまり減少していません。途上国の子供が年々増
え続けているので、学校に行けない子供が増加する恐れもあります。またせっかく入学した子供も１／３は小学校を
卒業していません。このままでは貧富の差はますます広がり、地球規模の社会不安は一層増大するでしょう。
　現在、世界の人口は６０億以上に達し、さらに年間１億人の人口増加を続けています。しかも人口増加の９９％は
途上国の人口です。我々はせっかく予防接種で救った子供たちを飢え死にさせてはなりません。また彼らに生き甲斐
を持たせる教育と職業を与えなければなりません。識字率向上月間の 3 月、世界の現状を一度考えていただきたいと
思います。

２月５日（土）アイプラザ一宮において、地区インター
アクトクラブ顧問委員長会議が開催されました。
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識字率向上月間に寄せて

地区インターアクトクラブ顧問委員長会議が開催されました

RI第2760地区識字率向上委員長　鈴木 吉男

詳細に関しましては、後日地区ＨＰに掲載いたします。
ご覧ください。



国際ロータリー第2760地区　ガバナー月信3月号3

※

会
員
数
は
二
〇
一
〇
年
七
月
一
日
付
の
人
数
で
す

ロータリー財団寄付一覧〈前期〉 2010.7.1～2010.12.31
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認証者リスト〈前期〉



日本人親善朝食会についてのご案内
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認証者リスト〈前期〉

２０１１年ＲＩ国際大会がアメリカのルイジアナ州ニューオリンズにおいて５月２１日～２５日まで開催されます。
恒例となっております「日本人親善朝食会」を開会式当日に下記要領で開催いたします。

〈日　時〉 ２０１１年５月２２日（日）開　場　６：００
〈朝食会〉 ６：３０～８：００
〈場　所〉 Marriott New Orleans
 住所：55 Canal Street　New Orleans, Louisiana 70130 USA
 電話： 1-504-581-1000  Fax： 1-504-523-6755
〈会　費〉 一人　５，０００ 円　（着席・ビュッフェスタイル）
〈締切日〉 ２０1１年４月２２日（金）

＊キャンセル・変更については５月１０日（火）まで受付いたします。

※詳細につきましては、ガバナー事務所にお問い合わせください。Mail : governor10-11@rotary2760.org



２０１０－２０１１年度財団寄付額（２０１０.１２.３１現在）
の年次寄付額が一人あたり５５７ .３２ $ と驚くべき寄付をさ
れているのが、あまＲＣです。
地区Ｒ財団委員長から寄付について他のクラブが参考にする
ことがある筈だら聞いて来るよう云われ、２月７日（月）あ
まＲＣ例会終了後、岩島裕芳（会長）・水谷安紀（幹事）・渡
辺均（地区大会幹事）・山田謹一（資金推進委員）・加藤憲治（資
金推進委員）の５名の方々からお話を聞くことができました。
寄付額の内訳は、地区大会のホストをされた関係で地区の役
員とも相談の結果、地区大会でＲＩに１００万円（$１２ ,１
９５）を贈呈、ポールハリスが１名、マルチプルが１１名、
大口寄付が１名合計１３名で $２３,０００。「毎年あなたも $
１００を」を８３名（９２００円×８３＝７６３,６００円）、
新会員３名（$１００＋入会時 $１０）、ガバナー公式訪問時に地区Ｒ財団へ１００ ,０００円（例年は３００ ,０００
円とのこと。）、当日所用にてお会いすることができませんでした本年度のクラブＲ財団佐藤明委員長が新年度早々に
大口寄付をされた関係で、マルチプルも多く集まり、すべてが佐藤委員長の熱意が６ヶ月で $４６ ,２５７ .７５とい
う高額な寄付につながったのではないかと５名の方々はおっしゃってみえました。
　こんなことを書くと各クラブのＲ財団委員長から手続き要覧に「ロータリー財団への寄付は自発的なものである。
従って・・・・・・・・・」と記載されているではないかと云われそうですが、「年次プログラム基金は、財団のプ
ログラムの主な資金源である。」とも記載されていますのでよろしくお願いします。

　私は９０～９１年度に米山奨学委員長の時、台湾からの奨学生（Ａ君）のカウンセ
ラーを引き受けました。Ａ君が帰国後４年後に社員と共に台湾観光に出かけた時、最
後の日にトラブルが発生しました。その時Ａ君が献身的に努力してくれたお陰で無事
帰国することができたのですが、Ａ君のカウンセラーをやっていたお陰と感謝し、国
際親善ということに目を向けるようになりました。
準備理事会にて今回ロータリー財団委員長を指名されました。お引き受けするに当た
り、役員理事の皆様に率先してフェローになっていただくようお願いしました。さす
れば私、大口寄付をさせていただきました。その後クラブ奉仕の各委員長さんにお願
いすれば、クラブ計画書の目的は達成できると思いますのでよろしく。とお願いした
ところ、理事役員は率先してご協力戴いた次第です。他にこれという目玉はありませ
ん。ただ夜の親睦会の折々、フェローにと声を掛けさせていただいた位です。あとは
2月 7日に会長、幹事、加藤憲治・渡辺均氏との面談時の談話のとおりです。

あまＲＣのＲ財団への寄付額について

あまＲＣ、山田氏、水谷幹事、岩島会長、小生、加藤氏、渡辺氏。
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地区資金推進委員会 報告

あまロータリークラブ　ロータリー財団委員長　佐藤 明

地区資金推進委員　中林 正人



地区米山奨学委員長　竹内 一郎

　遠藤友彦ガバナー補佐ご臨席の下、米山現役奨学生２７名・元奨学生（学友）３８名、そのご家族を含む８６名の

米山奨学生関係者を囲んで、ロータリアンと合わせ総勢１３０余名の大忘年会が行われました。津軽三味線高橋流渡

辺会社中６名の演奏でオープニング入りし、挨拶に続く３０分の邦楽色あふれる三味線演奏に聞き入った後、奨学生・

学友の家族によるピアノ演奏、手品、歌声などのアトラクションが披露され、学友とロータリアン提供による景品会

が催され、会を大変盛り上げました。熱い歓談が続き、予定時間を大幅にオーバーしましたが、最後に民族衣装を披

露しながら手に手をつないでの大合唱でフィナーレとなりました。今回はカウンセラーの１８名の皆様以外に、７名

のクラブ奨学委員長の方々がご出席され、米山奨学事業の柱である国際交流の「現場」を体験していただき、一段と

意義深い会となりました。ご出席・ご協力いただいたロータリアンの皆様に深く感謝申し上げます。
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米山奨学生・学友会合同忘年会 報告 2010年 12月 18日（土）  ホテルキャッスルプラザ

地区米山奨学委員長　挨拶



尾張旭ロータリークラブ 会長　山田 直樹

今期私たち尾張旭ＲＣは創立４０周年を迎えま
した。昨年７月より、いくつかの記念事業を計
画実施し、その締めくくりとして本年１月２２
日に４０周年記念式典（例会）および祝賀会を
開催させていただきました。当日は、田嶋好博
ガバナー、東尾張分区１０ＲＣの会長幹事のみ
なさん、姉妹クラブの伊那ＲＣ池上会長山口幹
事を始めとして、市内各関係団体の皆さまをお
迎えして総勢 90 名ご出席の会となりました。
ここにいたるまでに実施いたしました４０周年
記念事業をご紹介させていただきますと、（１）
１０月、１１月、１２月の 3 回にわけて市内自
転車盗難防止のためのキャンペーンを行い合計
３００個のツーロックワイヤー錠を配布。（２）尾張旭市が健康都市宣言を行っていることにちなんで、　「健康につ
いて考える」をテーマに講演（講師伊那食品工業株式会社会長塚越寛氏）　パネルディスカションを実施（場所愛知
産業大学講堂）（３）１２月２４日に名鉄尾張旭駅ロータリーに健康都市の広告塔を設置し市に寄贈セレモニーを実
施等となります。さて、１月２２日の記念式典では、物故会員への黙とうではじまり、谷口尾張旭市市長、田嶋ガバナー
よりご挨拶をいただきました。尾張旭市へ広告塔寄贈目録をお渡しし感謝状を頂戴いたしました。また、ロータリー
財団および米山記念奨学会へ寄付をさせていただき、長年会員として在籍いただきクラブに貢献いただいている６名
の会員に感謝状と記念品をおくらせていただきました。大変厳かな雰囲気の中、１時間で予定どおり式典を終了する
ことができました。この後各会員が日頃愛飲しているお酒を持ちより、心をこめてご出席いただいた皆さんと懇親を
深めることができました。アルパの演奏で会場内が盛り上がる中大変暖かい雰囲気の祝賀会となりました。無事に終
了できましたのも、すべての皆さまのご協力の賜物と改めて感謝申し上げ、ご報告とさせていただきます。

国際ロータリー第2760地区　ガバナー月信3月号8

INFORMATION

尾張旭ロータリークラブ　創立４０周年記念式典

式 典 山田会長挨拶 ロビーに会員の作品を展示

会員家族の記念写真



地区ロータリー財団委員会 委員長　深谷 友尋

未来の夢計画試験地区に選ばれて、２回目の
次年度の為のロータリー財団管理セミナーを
田嶋好博ガバナーのもと、松前憲典ガバナー
エレクト、千田毅ガバナーノミニー、特別講
師として第１ゾーンＲＲＦＣの川尻政輝様、
第２６３０地区ＡＲＲＦＣの竹腰兼壽様、青
森第２８３０地区ロータリー財団委員長富岡
義勝様、地区内ＡＲＲＦＣの福田清成ＰＧ、
財団カウンセラー江崎柳節ＰＧはじめ地区内
８２クラブの次年度会長・幹事・財団委員長
総勢約２８０名の御参加をいただき、午後２
時より４時間にわたるセミナーを熱心に開催
することができました。
セミナーの目的はロータリー財団未来の夢計画を正しく理解をしていただき、確実な持続可能な成果をもたらす為の、
各クラブへの活動支援と事例発表を目的に開催いたしました。
初めに、東京よりお越しのＲＲＦＣ川尻政輝様より未来の夢計画概要のレクチャーを受け、当地区財団カウンセラー

であり、ＺＣＣ委員の江崎柳節ＰＧより世界のポリオ活動の説明を受け、あと少
しでポリオ撲滅宣言が出来る経過を学び、ポリオ活動の意義を実感致しました。
江崎柳節ＰＧには感謝いたします。
その後、各８分区より代表して、新補助金活動事例発表をしていただき、今後の
活動の参考にさせていただきました。発表されましたクラブの皆様に心から御礼
を申し上げます。
最後にグローバル補助金の活動経過を発表し、松前ガバナー年度のタイムスケ
ジュールと活動計画につき、説明し終了いたしました。
最後にセミナー開催に当たり、財団委員会委員の皆様はじめガバナー事務所分室
のスタッフの皆様のご協力に心から感謝申し上げます。
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2011年度地区ロータリー財団管理セミナー開催 報告 2011年 2月 2日（水）

詳細に関しましては、後日地区ＨＰに掲載いたします。ご覧ください。



「帰国報告会」開催
　２月５日、一宮中央ロータリークラブ主催の「高校生留学の夢
を語る会」において、昨年８月に無事 1 年間の留学を終え帰国し
た学生たちが、帰国報告をいたしました。例年は関係者のみの参
加で開催しておりましたが、今回は新しい試みとして、一宮市内
の高校生を集め催されたこの会の中に組み込んでいただき、帰国
学生は、自分たちの経験談や留学による自身の変化などを熱く
語ってくれました。
　ロータリーの青少年プログラムについては、毎年５月愛知県下
の全高校への募集要項とポスター配布により、高校生に案内して
おりますが、今回、帰国生の話を直接高校生に聞いてもらう機会
を得たことは、委員会にとって大きな収穫と考えています。
　この会は、ＩＡ、ＲＡ、ＲＯＴＥＸが主体となり、一般高校生を
巻き込んで行われたもので、ロータリーの新世代奉仕にふさわ
しい事業ではないでしょうか。
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地区青少年交換委員会 報告

２月１９日（土）名古屋ガーデンパレスにおいて、地区青少年
交換委員会三者懇談会が開催されました。

地区青少年交換三者懇談会 報告

詳細に関しましては、後日地区ＨＰに掲載いたします。
ご覧ください。

地区青少年交換委員長　森 榮



3360地区 パストガバナー スンミン氏

地区世界社会奉仕委員会　佐藤 文昭

　地区世界社会奉仕委員会では、平成２３年２月１０日より１５日までタイ国チェンマイ（３３６０地区）とベトナ
ム　クアンビン省にてＷＣＳ活動を行いました。
　１７年前から始められた日泰愛知奨学金基金の引渡式は、２７６０地区のロータリアン１７名が泰の子供達約７０
名に直接奨学金を手渡しをしました。
　２月１２日にはベトナムＱＵＡＮＧ ＢＩＮＨ省　ＤＯＮＧ ＨＯＩ市　障害者基礎教育学校に米２，０００ｋｇの
支援をしました。これは政府からの支給金が少なく、子供達は米と野菜しか食べることができません。約９０名の子
供達の１年分の米の量を支援することにより、余ったお金で魚・肉等が購入できるとのことです。
　２月１３日にはＴＲＯＵＮＧ ＭＡＭ ＮＯＮ ＴＩＥＮ ＨＯＡ幼稚園の園舎改築をし、その引渡式を行いました。
この地方では洪水の多い地区で園舎は洪水のたびに流されていましたが、新しく改築されたものはコンクリート、レ
ンガ造りで２園室、トイレ、調理室と約１００㎡のものです。
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地区世界社会奉仕委員会 報告

TIEN HOA 幼稚園
 

支援した米2000㎏
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地区広報委員会 委員長　硲 伸夫

　２月１５日に名鉄グランドホテルで今年度「第 2 回地区広報・雑
誌委員長会議」を開催しました。来賓として杉田雄男ガバナー補佐、
水野吉紹地区幹事、長谷川正己次期地区幹事、河村嘉男ロータリー
の友地区委員、青木勇作前地区広報委員長にご出席いただきました。
　会議は、広報委員会から活動報告として、①２７６０地区のロー
タリー関係者の方に「私とロータリー」というテーマで寄稿文をい
ただき中部経済新聞に掲載、現在、９２件に達しています。②一般
の方にも理解出来るロータリーのパンフレットを作成しました。今
後、各クラブに配布してご活用いただこうと考えています。この他、
広報のポスターを作成しました。③地区広報委員会とクラブの連携
強化のための意見交換を１０グループに分かれて行いました。河村嘉男委員からは「ロータリーの友」についてお話
しいただき、各クラブの広報および雑誌委員長は毎号の「ロータリーの友」をよく読んで感想文を提出するようご指
示がありました。青木勇作前広報委員長からは、「トヨタ自動車の広報」というテーマで卓話をいただきました。

国際ロータリー第2760地区　ガバナー月信3月号

INFORMATION

第2回地区広報・雑誌委員長会議 報告
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硲地区広報委員長 挨拶 杉田ガバナー補佐（広報担当）挨拶



上記申込先：ロータリー文庫（コピー／PDF） 
〒105－0011 東京都港区芝公園2-6-15黒龍芝公園ビル3階／TEL（03)3433-6456 ・ FAX（03)3459-7506
http://www.rotary-bunko.gr.jp／開館＝午前10時～午後5時／休館＝土・日・祝祭日

国際ロータリー第2760地区　ガバナー月信3月号

文庫通信
282 号

「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして１９７０年に創立された皆様の資料室です。
ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万３千点を収集・整備し皆様のご利用に備えております。閲覧は
勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部
資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますの
で、ご活用願います。以下資料のご紹介をいたします。

2010-2011 年度ガバナー月信　個人配信登録方法

地区大会講演より

第 2760 地区ホームページより随時受付中！ 
〈ホームページアドレス〉http://www.rotary2760.org

ここにメールアドレスを入力

送信をクリック

① 第 2760 地区ホームページを開き、左メニューのガバナー月信をクリックします。

② メルマガ登録という部分に、自分のメールアドレスを入力後、送信して登録完了です。

ご登録された方には、月初めに月信のリンクされたメールが送信されます。
ダウンロードの方法はURL をクリックするだけで自動的に PDF データが入手されます。

前年度 登録された方は、再登録の必要はありません

◎「洒落たいなかの食風景」　 2010 10p （D.2830）
 小泉武夫

◎「フラガール誕生からスパリゾートへの道のり」 2010 9p （D.2550）
 斎藤一彦

◎「試練が人を磨く」　 2010 11p （D.2520）
 桑田真澄

◎「スポーツの世界、勝負の掟」　 2010 2p （D.2690）
 山本浩

◎「人と自然との共生」　 2010 4p （D.2690）
 C.W. ニコル

◎「未踏の地球内部を掘る－地球深部探査船「ちきゅう」の挑戦」
 平朝彦 2010 4p （D.2640）

◎「足元の宝物で地球再生を」 2010 10p （D.2640） 
 月尾嘉男
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会員数及び出席報告（平成23年 1月末）
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